
放課後子供教室

地域コーディネーター
（教室運営の調整など）

連携・協力

地域の人々の参画

教育活動推進員
教育活動サポーター

特別支援
サポーター

・地域住民 ・児童生徒の保護者
・学生 ・社会教育団体、企業等の
  様々な人材

・特別支援学級の介助員
・ホームヘルパー有資格者
・児童生徒の保護者など

（学習支援・多様なプログラム
                 の実施、安全管理）

（特に配慮が必要な
                    子供への支援）

学　校
・余裕教室等を提供
・子供の放課後や学校での様子
  などについて、情報共有

多
様
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

【活動例】
●室内での活動
　・学習支援（宿題指導、予習・復習、補習など）
　・多様な体験プログラム
    （伝統遊び、工作教室、英会話、文化・ 芸術教室など）
●校庭・体育館での活動
　スポーツ活動（野球、サッカー、一輪車など）

学童クラブ

『放課後子ども総合プラン』※
に基づき、連携して実施

学童クラブに
参加している子供が
放課後子供教室の
プログラムに参加

地域の教育力を生かした放課後や週末等の子供たちの安全・安心な居場所づくり　～東京都放課後子供教室推進事業～地域人材の活用で多様な学習支援を形に　～地域未来塾の展開～

※放課後子ども総合プランとは、共働き家庭等の「小1の壁」を打破するとともに、次代を担う人材を育成するため、全ての児童が放課後等を安
全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができるよう、厚生労働省所管の「放課後児童健全育成事業（学童クラブ）」と文部科学省所管
の「放課後子供教室」を一体的あるいは連携して実施するという総合的な放課後対策事業のことです。

≪放課後子供教室のイメージ≫

≪東京都における放課後子供教室の推進状況≫
教室数の推移 登録者数の推移
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52区市町　1,049教室（５教室）

52区市町1,101教室（７教室）

52区市町　1,138教室（11教室）

55区市町村　1,158教室（13教室）

55区市町村　1,200教室（13教室） 356,736人

341,269人

337,786人

334,384 人

319,349 人

※（）内は都立特別支援学校教室数（内数）

～地域・学校の実態に応じた多様な学習支援

中学生の多様な学びを実現する地域支援本部　～未来塾「朝プロジェクト」～

▶始める際に期待していたことは
福田校長　放課後等に開催して生徒の継続参加が可能か、また教

員への新たな負担は避けたい。そこで始業前の朝、担
い手を地域に求めて地域支援本部を立ち上げ、未来
塾「朝プロジェクト」(以下「朝プロ」という。）を始めま
した。コーディネーター（以下「コ」という。）は、自治
会長や民生児童委員などを歴任され、御自身英語も
堪能な塩沢さんにお願いしました。

▶参加者の募集方法は？
福田校長　日頃から生徒には自ら選び、進んで学んでほしい、と

伝えていて、朝プロも全生徒に知らせ、希望する生徒
の学びを支援しています。

▶学習方法の特徴は
塩沢コ　年３回の英語検定に向け、２・準２・３・４・５級のクラス

を生徒が選んで参加します。
▶学習支援員は誰が担っていますか？
塩沢コ　私自身学生時代の英語サークルをはじめ、仕事などを通

じて英語に慣れ親しんできました。これまでの経験と
地域の人脈を活かして、主に団塊世代の海外在住経験
者の方々に担ってもらっています。

▶実施しての成果は
松井ＰＴＡ会長　朝プロに参加し、検定に合格との結果が出てい

ます。何よりも子供たちが「英語が好きになっ
た」と言っているのを聞き、朝プロの意義を感
じます。「英語を生かす進路を目指したい」と
自信をつけている様子も分ります。

塩沢コ　協力していただいている地域の方々が、朝プロを通じて
生き生きしています。

福田校長　朝プロのない日にも、生徒が自主的に学習する様子が
見られるようになりました。生徒も、保護者も、地域
も、みんなが喜んでいます。
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　多摩市教育委員会では、教育連携支援事業「地域未来塾」(以下「未来塾」という。）として、
教育連携コーディネーターの協力を得た授業時間以外の補習を、小学校１校、中学校４校
で試行し、来年度は全小中学校での実施を目指しています。
　その一つ、多摩市立和田中学校　福田洋一校長、塩沢三男コーディネーター、松井徳孝
ＰＴＡ会長に伺いました。

多摩市立和田中学校
和田中未来塾「朝プロジェクト」
週２回　午前7時30分～午前8時10分
英語　全学年の希望者　英検の級別クラス

地域の学習支援員と学ぶ中学生松井会長　福田校長　塩沢コーディネーター

　つの事例にみる「地域未来塾」 　
～地域・学校の実態に応じた多様な学習支援～４

中高校生の居場所型学習支援　～中高生勉強会「学びｉプレイス」～

▶始める際に期待していたことは
石山　前身は大原社会教育会館（現「まなぽーと大原」）が平成25

年、成増社会教育会館（現「まなぽーと成増」）が翌年から
開始した主催事業「中高生勉強会」でした。本年６月に、区
内５か所（火曜：まなぽーと大原、水曜：教育支援セン
ター、高島平図書館、木曜：中央図書館、金曜：まなぽーと
成増）に拡充しスタートしました。学生ボランティアの確
保など、安定的な事業運営を期待し、学習支援を専門のＮ
ＰＯへ委託をしています。

原澤　学校や家庭とは違う環境で、自由に参加でき、同年代同士、
近しい世代の大学生との勉強やおしゃべりを通して、苦
手科目の克服や進路について考えるきっかけなどを大切
にしています。

▶参加者の募集方法は？
石山　まずは区内の中学校を通じてチラシを配布しました。
原澤　受付は当日で、曜日や会場を選んで参加できます。継続参

加、複数会場への参加も可能です。部活帰りで遅れての参
加や一度参加して次は友達を誘って参加など様々です。

▶学習支援員は誰が担っていますか？
石山　ＮＰＯがコーディネートし、事前の研修などを経た大学

生・社会人のボランティアが担っています。

▶学習方法の特徴など
原澤　教材やノートを持参しての自習形式です。ＮＰＯのスタッ

フやボランティアが、個々の様子をみながら適宜アドバ
イスし、勉強の仕方などを含めて、本当に親身になって対
応してくれています。

▶実施しての成果は
原澤　すぐに打ち解けて、楽しそうに学習し、続けて参加する様

子を見ると、ここでの学習スタイルやこの場を居場所と
して気に入ってくれていると感じます。

石山　地域で社会性を育む一つの場として、定着することを願っ
ています。
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　板橋区教育委員会では、中高校生向けの居場所型学習支援として、今年
度から区内５カ所でオープンした中高校生勉強会「学びｉプレイス」、その
一つ、教育支援センター（毎週水曜日）を訪問し、担当の石山壯生涯学習推
進係長、原澤陽子社会教育主事にお話を聞きました。

板橋区教育支援センター
毎週水曜日　午後6時～午後8時（会場により異なる。）
各自勉強したい教科
区内在住・在学の中学生・高校生（相当年齢の方含む。）

石山氏　　原澤氏

（敬称略）

　放課後子供教室は、小学校等を活用して、放課後や週末等に子供たちが安全・安心に
活動できる場所を確保し、地域の人々の協力を得て、子供たちに様々な体験などの機会
を提供する取組です。地域の人々の協力により、子供たちと地域の大人とのつながりや
ふれあいも生まれており、子供たちが地域社会の中で、心豊かに健やかに育まれる環境
づくりを推進しています。
　平成26年7月には、「放課後子ども総合プラン」※が策定され、学童クラブに参加して
いる子供たちが放課後子供教室の取組に参加できるようにするなど、全ての子供たちが多様な体験・活動を行えるよ
う取組が進められています。
　東京都では、平成2９年度、小学校のおおむね９割の学校を会場に、約1,２00教室の放課後子供教室が実施されて
おり、小学校を会場とする放課後子供教室のほかに、都立特別支援学校を会場とする放課後子供教室もあります。

地域の教育力を生かした放課後や
週末等の子供たちの安全・安心な居場所づくり

～東京都放課後子供教室推進事業～

自習する中高生とボランティアの様子
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